
「きぬむすめ」の紹介

JA鳥取西部





「きぬむすめ」について
九州農業試験場（現：九州沖縄農業研究センター）において育成。鳥
取県では平成２０年に奨励品種として採用。

日本穀物検定協会の食味ランキングで９回、特Ａを受賞。

４年連続での受賞！！

香り 硬さ 甘み 食感

しっとり甘い 適度 あっさり 軟らかめ

食味の特徴

※冷めてもおいしい



鳥取県産米「きぬむすめ」オリジナルキャラクター



鳥取で作られている
米の品種

主に４品種！！

9月上旬 9月中旬 9月下旬 10月上旬



管内の状況（令和６年産）

鳥取西部農業協同組合では平成２１年より「きぬむすめ」の本格的
な栽培が開始。令和６年産は１，１８９haの作付。
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カントリーエレベーター
（共同乾燥調製施設）

振るいによる異物除去
籾貯蔵サイロでの

適切な穀温管理



問題となっている高温対策
については「酷暑に打勝つ稲
づくり」をテーマに県と一緒
に取り組んでいます！！



安心・安全対策

種子更新１００％

種子更新を行っているものをＪＡ米として出荷している。

栽培管理記録

生産者から栽培管理日誌を必ず提出。

残留農薬検査、ＤＮＡ検査

各ＣＥ、ＲＣからサンプルを採取し、検査を実施。



大山の綺麗な天然水が清流となって下流まで潤しています。

土壌にも恵まれ良質米の生産に取り組んでいます。

鳥取西部のおいしいお米
是非ご賞味下さい。



ご清聴ありがとうございました
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まいがなくんきぬむすび


